
　
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
「
紛
争
地

域
」̶

̶

イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
を
襲
っ
た

大
津
波
の
報
道
を
み
て
、
真
っ
先
に
浮
か

ん
だ
の
は
こ
の
言
葉
で
あ
る
。

　

被
災
地
域
は
い
に
し
え
の
「
海
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
」
だ
っ
た
。
深
刻
な
打
撃
を
受

け
た
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ア
チ
ェ
特
別
州
。
中
国
福
建
省
の
泉
州

か
ら
ホ
ル
ム
ズ
（
現
イ
ラ
ン
領
）
ま
で
海

路
を
た
ど
っ
た
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
「
東

方
見
聞
録
」
で
ア
チ
ェ
に
も
触
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
以
前
の
中
国
唐
時
代
は
、
ス
マ
ト

ラ
島
は
ス
リ
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
王
国
が
支
配
す

る
仏
教
王
国
だ
っ
た
。
唐
の
仏
教
僧
の
義

浄
が
イ
ン
ド
へ
の
修
行
の
途
中
に
こ
の
王

国
に
滞
在
し
た
記
録
が
残
る
。
１
０
０
０

人
以
上
の
仏
僧
が
い
た
と
い
わ
れ
る
パ
レ

ン
バ
ン
は
中
国
僧
が
梵
語
を
身
に
つ
け
、

聖
地
イ
ン
ド
へ
と
渡
る
拠
点
で
も
あ
っ
た

よ
う
だ
。

　

明
の
時
代
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
鄭
和
は

７
回
も
の
大
航
海
を
果
た
し
、
そ
の
足
跡

は
ス
マ
ト
ラ
島
、
マ
ラ
ッ
カ
、
タ
イ
、
ス

リ
ラ
ン
カ
、
モ
ル
ジ
ブ
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ

ビ
ア
半
島
、
東
ア
フ
リ
カ
ま
で
及
ぶ
。
ス

リ
ラ
ン
カ
に
は
鄭
和
が
建
立
し
た
碑
文
が

今
も
残
る
。
８
世
紀
か
ら
15
世
紀
初
頭
に

か
け
て
は
、
泉
州
、
広
州
（
広
東
省
）
か

ら
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
経
て
イ
ン
ド
洋
、
ペ

ル
シ
ャ
湾
に
至
る
海
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
た「
海
洋
中
国
」の
時
代
だ
っ
た
。

鄭
和
の
航
路
は
大
津
波
被
災
地
と
見
事
に

重
な
る
。
ま
さ
に
一
衣
帯
水
で
あ
る
。

　

近
現
代
に
入
り
、
こ
の
一
衣
帯
水
の
地

の
多
く
は
先
進
社
会
か
ら
関
心
を
寄
せ
ら

れ
な
い
「
停
滞
」
の
地
帯
と
な
っ
た
。
原

因
の
一
つ
は
紛
争
で
あ
る
。
ア
チ
ェ
で
は

16
世
紀
に
「
ア
チ
ェ
王
国
」
が
興
り
、
20

世
紀
初
頭
ま
で
王
国
を
維
持
し
た
。ア
チ
ェ

人
は
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
勇
敢
な
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
。
19
世
紀
後
半
に
は
、

ス
マ
ト
ラ
で
の
権
益
拡
大
を
狙
う
オ
ラ
ン

ダ
と
30
年
に
も
わ
た
り
戦
っ
た
。
最
終
的

に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
下
に
入
っ
た
が
、

独
立
の
気
風
は
受
け
継
が
れ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
も
ア
チ
ェ
は
北

ス
マ
ト
ラ
州
へ
の
併
合
に
反
発
し
、
独
自

に
独
立
を
宣
言
す
る
な
ど
中
央
政
府
と
対

峙
し
て
き
た
。「
ア
チ
ェ
特
別
州
」
と
い
う

地
名
に
は
誇
り
高
い
ア
チ
ェ
の
歴
史
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
も
ア
チ
ェ

独
立
を
唱
え
る
「
自
由
ア
チ
ェ
運
動
」（
Ｇ

Ａ
Ｍ
）
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
と
ゲ
リ

ラ
戦
を
繰
り
広
げ
る
。
ア
チ
ェ
を
説
明
す

る
時
、「
戒
厳
令
」「
非
常
事
態
宣
言
」と
い
っ

た
言
葉
は
切
り
離
せ
な
い
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
独
立
後
、
多
数
を
占

め
る
シ
ン
ハ
ラ
人
（
仏
教
徒
主
体
）
と
少

数
派
の
タ
ミ
ル
人
（
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
主
体
）

と
の
民
族
紛
争
が
続
く
。
タ
ミ
ル
人
主
体

の
分
離
国
家
の
樹
立
を
め
ざ
す
武
装
組
織

「
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎
」（
Ｌ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
）
と
政
府
軍
と
の
停
戦
は
何
と
か
維

持
さ
れ
て
い
る
が
、
対
立
を
溶
く
道
筋
は

み
え
な
い
。
直
接
的
な
被
災
地
で
は
な
い

が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
タ
イ
南
部
も

不
安
定
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

災
害
後
、
こ
う
し
た
紛
争
地
に
各
国
の

関
係
者
が
訪
れ
、
救
済
の
た
め
に
非
政
府

組
織
が
多
く
入
り
込
ん
だ
こ
と
は
紛
争
の

行
方
に
ど
う
影
響
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
未

曾
有
の
災
害
の
な
か
で
唯
一
の
光
明
が
見

い
だ
せ
る
の
は
、「
停
滞
」
の
地
域
に
世

界
の
目
が
注
が
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
は
救
援
活
動
の
た
め
に
ア

チ
ェ
の
州
非
常
事
態
宣
言
を
緩
和
し
、
ス

リ
ラ
ン
カ
で
は
分
離
独
立
派
の
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

が
被
災
者
に
救
援
物
資
を
配
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
混
乱
に
乗
じ
て
影
響
力
を
強
め
よ
う

と
す
る
紛
争
当
事
者
の
動
き
も
み
え
る
。

　

宿
命
と
も
い
え
る
紛
争
や
対
立
は
も
ち

ろ
ん
簡
単
に
は
氷
解
し
な
い
だ
ろ
う
。
た

だ
、
宗
教
、
人
種
を
問
わ
ず
世
界
か
ら
多

く
の
民
間
義
捐
金
や
救
援
物
資
が
被
災
地

に
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
世
界
か
ら

の
支
援
に
、
復
興
後
に
紛
争
で
応
え
る
の

だ
ろ
う
か
。

（
日
経
香
港
社　

奥
村
幸
広
）
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